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   Rhabdomyosarcoma of the prostate is a rare tumor and its prognosis is extremely poor. How-
ever, the survival rate has been gradually improved by using combined chemotherapy. 
   A 17-year-old man with the chief complaint of dysuria was referred to our hospital on April 7, 
1986. Prostatic needle biopsy was performed and pathological diagnosis was rhabdomyosarcoma 
of the prostate. The patient was given preoperative combined chemotherapy consisting of actino-
mycin D and cyclophosphamide. Total cystoprostaurethrectomy and ileal conduit were performed 
on April 30, 1986. He underwent postoperative combined chemotherapy (vincristine, actinomycin 
D, cyclophosphamide). He is well 13 months after his initial symptoms and is clinically free of 
tumor 12 months postoperatively. 
   Forty-two cases of rhabdomyosarcoma of the prostate including our case were collected from 
the Japanese literature and reviewed with respect to the multimodal treatment and prognosis.
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緒 言
今回われわれは,根 治的手術を施行しえた稀な前立
腺横紋筋肉腫の1例 を経験 したので,そ の概要ととも
に,自 験例を含む本邦報告42例 について,臨 床統計的
考察を加え報告する.
症
患 老:17歳,高 校 生
初 診:1986年4月7Fl
主 訴:排 尿 困難
既 往 歴:特 記 す べ き こ とな し






入 院 時 現 症:身 長175cm体 重70kg栄 養 状 態良
好.胸 腹 部 に 理 学 的 に 異 常所 見な し.直 腸 診で,前 立
腺 は超 鷲 卵 大 で,表 面 平 滑,弾 性 硬,中 心 溝は 触 知 さ
れ なか った.







ml,赤 沈:2mm/1時 間,CRP:陰 姓
X線 学 的 検 査1
胸 部,腎 。膀 胱 部単 純 撮影;異 常 な し
静 脈 性 尿路 造影=X;下 方 よ り圧 排 さ れ,著 明o:.変






































明な延長,伸 展,お よび左方へ の偏位 がみ られ た
(Fig.1).
CTス キャン=境 界明瞭な前立腺の著 明な腫大 が
みられ,内 部には一部lowdcnsityareaが 認められ
た(Fig.2).













こで根治的手術可能 と判断 し,1986年4月30日 全麻下
で手術を施行した.








であった.膀 胱底部は圧排 されているが,膀 胱尿道粘
膜面はともに正常と思われた(Fig.6).
病理組織所見 ・結合織性増殖の中に,動 脈,静 脈,
横紋筋が埋在 し,血 栓形成などが認められた.腫 瘍は
塊状増殖を示さず,腫 瘍細胞が散在 していた.腫 瘍細
胞は卵円形の核のものが多く,乏 しい細胞質には好酸
性あるいはPATH可 染性の ものが認め られた.腫
瘍細胞の精嚢,尿 道,膀 胱への浸潤は認められなかっ
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鰹'σ
F1g.7.Histological伽ding.(×400).
た.組 織学 的 診 断 は 前 立 腺横 紋 筋 肉腫(胎 児性)で あ
った(Fig.7),
な お,郭 清 した リンパ 節 には 転 移 所 見 が な く根 治 的
手 術 で あ った と思 われ た.
術 後経 過=術 後 の経 過 は 良 好 で,6月30日 か らIn-
tergroupRhabdQmyosarcomaStudy(IRS)の変
法 に よるPulseVAC療 法(vincristine,actinomy-
cinD,cyclophosphamide)を開 始 し,2ク ー ル行
な い 退院 した.退 院 後 は エ ン ドキ サ ンの内 服 を 継 続
し,追 加 療 法 と し てactinomycincDO.5mgx5














































清野 ・ほか 二前立腺横紋筋肉腫 ・VAG療 法 1909
Table1-1.本 邦 前 立 腺 横 紋 筋 肉腫 症例.





































































































































































































術i&gad目 死 亡 班の臨床10:436,1963
発症6ヵ 月死 亡 日泌尿会 誌56:356,1965
発症8ヵ 月生存 日泌尿会 諒56232,1965
初F後3n月 死 亡 山 口医学1478,1965
















発症3方 月型三存rタ 日泌尿会 詑65328,1spa
ヲ邑症12ヵ 月死亡 西欝泌37599,1975
Sf症1年tヵH死 亡 日泌 尿会認66713,1975






発症1年1ヵ 月生存 西 日泌41:228,1979
1910 泌尿紀要33巻ll号1987年
Table1-2













38今 川 全旧肖.ほ か
39岡 本 司、ほか
40松 宮'清奨、ほか


































































































弾性硬 平滑E 化学僚 法 〔術III,術 俊)
(VCR,CYC,VACfAE'i1:)
膀 胱前立腺尿道 全摘
骨盤 内 リンパ節 郭浩
llll腸導管
入院11ヵ 月死 亡 日泌尿会誌70:7304,1979
初診後1年4ヵ 月死亡 泌尿 紀要25:355,1979
発症1年2ヵ 月死亡 日泌尿会誌71=211,1980
































thologyの 分 類 法 で あ る(Table2).-横 紋 筋 肉腫 は,
胎 児 性,胞 状性 お よび 多 形 性 の3種 に分 け られ,
Hornら6)は それ ぞれ の特 徴 を 述べ て い る,本 邦 例 の
うち,詳 しい組 織 型 の記 載 の あ った18例 を3種 に 分 け
る と次 の ご と くで あ る,
1)embryonaltype(胎児性);12例(66.フ%)で
最 も多 く,年 齢 は2歳9ヵ 月 か ら30歳 ま でみ られ,平
均18.1歳 で あ った,報 告 時 生 存 中 の症 例 は,そ の 生 存
期 間 を 参 考 とす る と,生 存 期 間 は67日 か ら16力 凡 平
均10.6ヵ 月 で あ っt...
2)alveolartype(胞 状 性);本 邦 で は,岡 本 ら7)が
1985年 に報 告 した48歳 のi例 のみ で あ り,発 症1ヵ 月
で 死亡 してい る,
3)pleomorphictype(多形 性);4例(22.1%)
報 告 され て お り,年 齢 は2歳 か ら56歳 まで で平 均28・8
歳 で あ った.全 例 死 亡 して お り,生 存 期 間 は108日 か
ら9ヵ 月,平 均7.1ヵ 月 で あ った.看
そ の 他 と して,embryonaltypeとalveolartype
の混 合 型 の1例 が 報 告 され て い る.
予 後,治 療=前 立 腺 横 紋 筋 肉 腫 の 予 後 は きわ め て悪
く,今 回 集計 した 平 均 生存 期 間(生 存 例 で は報 告 時 ま
清野 ・ほか:前 立腺横紋筋肉腫 ・VAC療 法
での 生存 期 間)は8.1ヵ 月 で あ り,佐 藤 ら2)の 前 立腺
肉腫 全体 の 平 均 生 存 期 間(Il.8ヵ 月)よ り不 良 で あ っ
た.
横紋 筋 肉腫 に 対 す る化学 療 法 は,1969年Pratt8)が
発 表 し たvincristine,dactinomycin,cyclophos-
phamideの 併 用療 法 が中 心 と な って い る.Pratt8)に
よれば,7例 の進 行 性 横 紋 筋 肉 腫 に 対 し上記 の3剤 併
用 療法 を 施行 し,1例 に 完 全 寛解 を,6例 に部 分 寛 解
をみた と報 告 して い る.ま た,1977年 報 告 のThe
IntergroupRhabdomyosarcomaStudy(IRS)`"
では,VAC療 法 を 中 心 と した化 学 療 法 に,放 射 線 療










































週)で,ま た,寛 解 率 はgroupIII,IVであ って も
81～83%で あ り,高 い も の で あ った.
一方 ,松 宮 らio)は,VAC療 法 が 無 効 で あ った 小児
前 立腺 横 紋 筋 肉 腫 症 例 に,cis-diamminedichloro-
platinum(CDDP),vinblastine,bleomycinの3
剤 併用 に よ るPVB療 法 を 行 な い 部 分 寛 解 を得,根 治
的 手術 療 法 が 可 能 と な った と報 告 して い る.
そ の他 の治 療 方 法 と して,手 術,放 射 線 療 法 が あ る
が,最 近 は 化 学 療 法 に これ らを 併用 した 例 での 比 較 的
長 期 生 存 例 も報 告 され て い る.
本邦 報 告 例 で,治 療 法 の記 載 の あ った38例 の うち29
例(76%)で は何 ら か の 化学 療 法 が行 な わ れ て い る.
手術療法を併用した9例 の平均生存期間は9ヵ 月で,
放射線療法を併用した6例 は8.5ヵ 月,こ れら両者を
併用した11例では10.9ヵ 月であった.VAC療 法は8














例の小児膀胱,前 立腺横紋筋肉腫に,可 能な限 り膀胱
を温存すべく,VAC療 法などの化学療法を中心 とし






















本論文の要旨は,第51回 日本泌尿器科 学会東部総 会にて発
表 した.
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